増設コードレス子機の登録 


[] ま 意 I 増設子機の登録 (ID 登録)は、必ず販売店様が行ってください。 

型名 :己 CL - 已〇〇 

対応機種： FAX -790 CU FAX -790 CLW 、 FAX - K 80 CL 


販売店様用 


メモ 

-増設登録は、ファクシミリ本体と増設子機で巧います。増設登録後>増設子機が使用できます。 
-増設子機は JD 登録の前こバッテリーを収納して巧時間 JiLh 充電してください。(取扱説明書参照) 
- 2台 W 上の増設子機を増設登録する場合は、1台ずつ登録してください。 

- FAX - K 80 CL じ増設した場合、子機間通話ボタンは受話音量ボタンとなりまず。 

子機へのの表記 _ _ 

増設した子機には，'必ず親機(ファクシミリ本体)の ID 番号を表記してください。 


1 .親機のの番号を付属テ機の I D 番 
号 シールに 記入しまず。 


吕.バッテ U -わ) の内側に貼り付 
けまず。 


n 親機(底面) 



内線雷号について 


増設登録後に > 付属の子機判別シールを目より付けて < ださい。 



2 

、 CORDLESS , 

子機判別シール 


《 FAX- 790 CLW の場合は、 3 台目、または 4 台目の増設となりまず。 


LE 5727001 
Printed in Japan 













































































増設子機の登録 ( ID 登録)のしかた 


販売店様用 


随 il の登録をずる前に、モ機はあ5かじめ充電しておいてください。 

例)内線番号2番に登録します。 


1. 親機ロアクシミリ本術の操作パネル上の 
ボタンを次の順に2秒 ly 内に巧します。 


つな留/子機 

〇機能/確定^ Q 




，つ保留/子機 
〇 


親機のディスプレイに [7' ウセツモ-ド]と表示 
され、子機増設モードになります。(*1) 


2. 新しく増設ずるモ機のバッテ U - を準備 
しまず。 


3. 増設ずるテ機の負号み(|«#)を剛寺に 

巧しなが S 、 バッテ U - のコネクターを 
差し込みます。 



4. 親機のダイヤルボタンを巧しま 
ず。(*2) 

親機のディスプレイにに]と表示されます。 

@ ボタン 


5. 4秒む内に増設モ機のダイヤルボタン 


( AB 去るを巧しまず。 

再ヴイ阿 In 
/ P なお!)百 


(©ボタン i 


m /记定 


kj ,— ^ 巧。/。リア 

續鎮炒 
〇)慰慰 
@ @ 


'す機増設が正し<完了したときは、す磯 
か6「ピー」といラ受付音が鳴り、ディス 
プレイに[ソ''ウセツカンリョウのシタ]キ 2] と2秒 
聞表 W されます。 

親機のディスプレイは[ソ''ウセツモ-ド]じ戻 
ります。 

' 続けて子機を増設したい場合は、手順2〜 
巳を繰り返してください。 

' す機増設が正しく出来なかったときは、 
す機か6「ピピピピピ」という音が鳴りま 
す。この時は[ソ’ウセツモ-ド]が解除される 
ので、もう一度手順2か6やり直してくだ 
さい。 


す機の^樹が点滅して r ピッ」という音が 

鳴り、ディスプレイに[ソ•ウセツモ-ド]と表示 
され、子機増設モードじなります。 


停止 

色.誦の@ 


を巧しまず。 


子機増設が終了し，待機状態に戻ります。 


クで 信止 

*1 ディスプレイが[ソ‘州ツモ-ド]にな6なかった場合は、^を押し，もう一度操作し直し 
てください。 W 

*2 手順4か6 4秒 iU 巧に手順己の操作を行わなかった場合，親徽ま [7' ウセツモ-ド]に戻り 
ます。もう一度手順2からやり直してください。 




































お客様相談窓 □ 0120-161170 

本製品の取扱い•操作.アフターサービスに つい 
てのご相談は、上記お客様相談窓口にお気軽にお 
申しかけください。 

受付時間 午前9 : 00〜午後7 : 00 
営業日 月曜日〜±曜日 

(日•祝日および当社（ブラザー販売（株)）か日 
はかみとさせていただきます。） 


本書はなくさないよラにま意し、いつでち手に 
取ってみることがでをるよラにしてください。 
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ま全にお使いいただくために 

このたびは FAX- 790 CL/790CLW/K80CL 用増設コードレス子機をお買い上げいただきま 
してまことにありがとうございます。 

この取扱説明書には、お客様や第兰者への危害や財産への傷害を未然に防ぎ、本製品を安全 
にお使いいただくために、守っていただきたい事項を示しています。 


表示と記号の意味は次のよラになっていまず。いつも快適な状態でを全にお使いいただけるよラ、 
巧客をよくご理解いただいてか5、本製品をお使いください。 


A 誤った取り撒いをすると、人が死こま 

_ たは重傷を負う可能性がある内容を示 

警告しまず。 


お願い 


誤った取り撒いをずると、本製品の本 
来の性能を発揮できなかったり、磯能 
停止をまねく内容を示していまず。 


A 誤った取り撒いをずると、人が傷害を 
負ったり、物的傷害の発生が想をされ 
ミ主意る内容を示していまず。 

。記号は「してはいけないこと(禁止)」 
を意巧していまず。國中のイラストは、 
具体的な禁止内容を示していまず。(左 
の例は分解禁止を意巧しています。） 


本製品を取り撒う上で知っておくと便 
利な内容を示していまず。 

♦記号は r しなければな6ないこと脂 
示)」を意巧していまず。國中のイラス 
卜は、具体的な指示内容を示していま 
す。(左の例はプラグをコンセントから 
抜くことを意巧していまず。） 



「してはいけないこと」を示していまず。 

「分解してはいけないこと」を示してい 
まず。 

「電源プラグを抜くこと」を示していま 
す。 


「义気[こ近づいてはいけないこと」を示 
していまず。 

「水場で使ってはいけないこと」を示し 
ていまず。 

〇 「しなければいけないこと」を示してい 
まず。 





-本製品は、厳重な品質管理と横査を経て出荷しておりまずが、万一不具合がありましたら、「お客様 
相談窓□日120-161170」までご速絡ください。 

. お客様や第兰者が、本製品の使用の誤り、使巧中に生じた故障、その他の不具含、または本製品の使 
用じよって受けられた傷害(こついては、法令上賠償責任が認められる場含を除き、当社は…切その責 
イ壬を負いませんので、あらかじめご了承ください。 

-本製品は使巧の誤りや静電気 • 電気的ノイズの影響を受けたときや、故障 • 修理のときは記憶内容が 
変化-消失ずる場台があります。 

ホ取扱説明書など、付属品を紛失した場台は、お買い上げの販売店へお申し化ください。 
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設置、配線についてのごま意 


ZL (S) 

警告 


-風呂攝节化湿器のそばなど、湿度の高い場所には設置しないでください。 
•故障や蛮お、乂がの原因となります。 


Q - AC アダプターを抜くときは、コードを引っぱらないでください。 

-姑れた手で AC アダプターをあき差ししないでください。感電ややけどの原因 
となります。 

-たこ足配撼はしないでください。 AC アダプターの上に重いものをのせたり、 
コードをたばねたりしないでください。义災の原因となりまず。 


〇 


-バッテリーは必ず専用のものをお使いください。 

-バッテリーを指定 W 外の機器に使用しないでください。 

-専用の充電器を使用してください。 

-国内のみでご使用ください。海外ではご使用になれません。 

■電源は AC 100 V 50 HZ 、 または 60 Hz でご使用ください。それた外の電源電圧 
でご使用になると、义災や感電、故障の原因となります。 


じ I 下の場所には設置しないでください。な障や変形、义がの原因となります。 


垒 


直射日光のあたるところ节暖房設備 
のそばなど、温度の高い場所 
ぐらついた台の上や傾いたところな 
ど、不安定な場所 


•調理台のそばなど、巧飛びや湯気の 


あたる場所 


〇 

處 


• AC アダプターはコンセントじ確実 
に差し込んで<ださい。（本機(こは 
電源スイ、ソチがかいていません。） 

•雷がはげしいときは、 AC アダプ 
ターをコンセントから抜いてくださ 
し'!。 （ AC アダプクーは抜きやずい所 
(こ差し込んでください。） 


お願い 


• 本機をお®いいただける環境は次のとお0でず。 

温度： 5〜35で 
湿度：化〜8096 

• la 下のよ5な場所には設置しないで<ださい。故障や巧お、义災の原因とな日まず。 

•テレビ、ラジオ、スピーカー、こたつなど、磁気の発生ずる場所 
-いちじるしく低温な塌所、急激に温度が蛮化ずる場所 
-クーラー、換気□など、風が直接あたる場所 
-ホコリ、鉄粉や振動のをい攝所 
-換気の悪い場所 

-揮発性可燃物やカーテンじ近い場所 
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使用する際のごま意 

そのまま使用するとが障や义巧、感電の原因となります。 


A 

警告 


■分解、改造をしないでください。 
修理などは販売店じご相談くだ 
さい。(法律で罰せ6れることがあ 
ります。） 

處 

■本磯を落としたり、キャビネット 
を破損したときは、 AC アダプ 
ターをコンセントか6抜いて、販 
売店[こご相談ください。 



-充電端子を金属でショートさせ 
たり、金属の異物を入れないでく 
た’さい。 


■異物が入ったときは、 AC アダプ 
ターやパ、ソテリーをはずして、販 
売店じご相談 < ださい。 


€ 

•煙が化たり、変な[こおいがしたと 
きは、すぐに AC アダプクーをコ 
ンセントから抜いて、販売店じご 
相談ください。 




バツテリーについて 




液漏れしたときは、液が目に人ら /Oi 
ないようじしてください。液が目 vv 
に人ると、失明のおそれがありま 
ず。もし目に入った6、こず5ず(こ 
きれいな水で充分洗った禮、直ち 
【こ医師の治療を受けて < ださい。 

分解、改造をしないでください。 
バッテリー端子をショートさせ 
ないでください。 

コードの被覆作保護フィルムを 
はがしたり、傷をつけたりしない 
でください。 


•パ、ソテリーを化熱したり、义中に 
投げ込まないでください。 

. パ、ソテリーをす機から取り化し 
て充電しないでください。 

-温度の高いところでは充電しな 
いでください。 

-金属製品と一緒に保管しないで 
ください。 

-バッテリーの極性（十/一）を間 
違えないように入れてください。 

-電子レンジや高圧容器に入れな 
いでください。 


その他のご注意 


垒® 


•义気をおづけないでください。故 
障や义雖-感電の原因となりま 
す。 



-長期間不在にするときは、安全の 
ため AC アダプクーをつンセント 
から抜いてください。 


〇 


-す磯を壁掛けにするときは、落下 
のおそれがあ y 、ケガの原因とな 
ることがあるので、磕実に取り付 
け-設置してください。 


Q - 待機中はす機のスピーカーじは絶 
対【こ耳をおづけないでください。 
突然ペルが鳴って、事故ゃヶガ、難 
聴の原因となることがありまず。 


•落下、衝擊をちえないでください。 

-動作中(こ AC アダプターを抜いたり、開閉部を開けたりしないでください。 

-室内温度を急激に蛮えないでください。装置内部が結露ずるおそれがありまず。 
-指走！: i 外の部品は使用しないでください。 
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子機の設置、使用節囲を確かめる 

設置について （※下記の イラストは FAX -790 CL/CLW です。） 


♦親磯から障害物のない直線距離で約100 mJ: 如^のところでお使いください。マンションなど鉄筋 
コンクリートの建物内や金属製の扉•家具のおくなど、周辺の環境によっては電般の届く範囲が短 
くなることがあります。 

※親機と子機の間で内線通話をして、通話ができる範囲をお確かめください。 



参本機に他せの子機を増設することはできません。 


子おが正常に動作しないことがあります 


♦親磯、子機を電気製品（テレビ、電子レンジ、ドアホン、携帯 
電話や PHS の充電器や AC アダプクーなど）から 2mJ: 又上離し 
て設置してくだきい。 

♦子機は親機や化の子機から1 m 上離して設置してください。 



通話が途切れたり、雑音が入る場合について 


♦電源コード、電話器コード、充電器の AC アダプターコー 
ドを、アンテナじ巻きつけたり引っ掛けたりしているとき 
は、子磯の呼化音が鳴6なかったり、通話時(こ雑音が入っ 
たりずることがありまず。 


♦移動しながら子機を使用しているときは、使用場所により電液が弱い場所があります。雑音がか 
ない場所で使用してください。 

♦ごお所、同じマンション内で別のコードレス電話器を使用しているときは、雑音が入ることがあ 
りまず。一時的に親禮をご使用くだきい。 

下のような場合は雑音が人ることがあります。 

■電気製品（テレビ、電子レンジ、ドアホン、携帯電話や PHS の充電器や AC アダプターなど）の 
おくに設置しているとき 
■放送局、高圧織などがおくにあるとき 
-自動車、オートバイ、飛行機がおくを通ったとき 
-単光ののスイッチを「入」「切」したとき 
-子機の AC アダプターと携帯電話や PHS の AC アダプター 
を同じコンセントに接統しているとき 




6 






















♦親機のアンテナを完全じのばしてください。電波の届く距離が 
短くなったり、雑音が入ることがあります。 



♦受話□や送話 □ (マイク）を手でふさぐと、巧 
手の声が闇こえにくくなったり、き分の声が相 
手に闇こえにくくなります。 



巧障ではありません 


♦電波を使用しているため、電話がかかってくると最初に親機の呼化音が鳴り、少し遅れてす機の 
呼化音が鳴ります。これは故障ではありません。そのままお使いください。 


"傍受"にご'ま意ください 


♦この製品には、盗聴防止スクランブル機能を措載しておりません。コードレス子磯を使っての通 
話は電波を使っているので、第兰者が故意または偶然(こ受信ずることも考えられます。大切な通話 
は、親機のご使用をおずずめします。 

"傍受"とは 

♦無線連絡の内容を第兰者が別の受信機で故意または偶然に受信ずることです。 
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ご使用の前に 


付属品を確認する 

箱の中に次のものがそろっているか確認してください。 

万一不足しているものがあったり、取キ及説明書に吉 L 了、落了があったときは、「お客様相談 
窓口 0120 -161 170」にご連絡ください。 



仕様 



コードレス子機 

巧電器 

使用可能距離 

見通し距離お 100m 

- 

巧電完了時間 

約 15 時間 

- 

使用可能時間 
(巧電完了後） 

待機状態：約 110 時間 
連続通話：約 6 時間 

- 

使用環境 

温度： 5 〜 35 で 
湿度： 4 日〜 8096 

電源 

DC2.4V (二カド電池使用） 

AC100 + 10V 50/60HZ 

消費電力 

- 

2W (充電時） 

列お寸法 

4 之. 8( 横幅) X 37.1 (奥行きが 

182.1 (高さ) mm 

の(横幅) X TOO 嫂巧き) X 

111( 高さ) mm 

質量 

約 150g (ニカド電池含む） 

約 106g 




• (g) (子機間通話ボタン）は、増設する機種によって機能がかわります。 
- FAX -7 日 OCL / CLW のとき：子機間通話ボタン 
- FAX - K 80 CL のとき ：受話音量ボタン 

《 FAX - K 80 CL には、子機間通話機能はありません。 
































各部の名称とはた 5 き 

※詳しい操作ち法は、ファクシ5リ本体の取扱説明書を参照してください。 

本体 


保守巧の端子です。さわらないで 
ください。 



《 FAX - KS 日 CL に増設した場合は 
「受話音量ボタン」としてお使 
いいただけます。 


( 再ダイヤル / P / 文字切曾ボタン h 

最後にかけた相手にをラー度ダイヤ 
ルした0、ダイヤルするとさにポー 
ズを入れるとさ、文字入力の種類を 
変えるとさに押します。 


内緑/クリア 
@1 

@ 


電話をかけるとさに押し 
ます。 

外線を保留にするとを、 
内線で通話するとさ、 
文字を消すとさに巧し 
ます。 

電話を切ると去に巧し 
ます。 

充電中は点なしています。 


トーンボタン 


ダイヤル回線のとを一時的にプッシ 
ュ ホンサービスを利用するとさに押 
します。 

( スピーカー ホンボタン Y 

子機を持たずに通話するときに押し 
ます。 


ディスプレイ 


操作手順や本機の状態、メッセージ 
などが表示されます。 

マルチセレクトボタン) 

ディスプレイの項目を選択するとき、 
電話帳を表示するとさ、文字入力で 
カーソルを動かしたり、音量を調整 
するときに使用します。 


機能/確定ボタン 


Q ) 感翅 
感 

梦顾赞 
.绞领(@ 


機能を設定するとさ、設定内容を決 
定するとさに押します。 



イダイヤルボタン _ ) 

ダイヤルするとを、文字を入力する 
とさに押します。 


キヤツチボタン ） 

キャッチホンを使ラとさ、着信記録を 
表示するとさに押します。 


(マイク 


ディスプレイ 



ま妾 


入力でさる文字の種類び表示されます。 

英：アルファベット（大文字、ル文字)、数字び入力でさます。 
カナ：半角カタカナび入力でさます。 


C 要巧電 I バッテ U - 残量びかなくなると表示されます。 
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子機を準備ずる 

増設子機を使用ずるには、增設す機登録 （ ID 登録）が必要です。事前に販売店にて増設子機 
登録 （ ID 登録）を行ってください。（詳しくは「販売店様用取撒説明書」を参照してくださ 
い。） 


参八ツテリーをセットずる 



I ：上図の向きにコネクターを差し込む ※パッテリーのコードをはさまないようにミ主意ずる。 


•巧電ずる 

はじめてお使いいただくときは、おず1 已時間む 上巧電してください。 



1 AC アダプターの 電源 プラグを 
巧電器に差し込む 



子機をセットする 


•充電器に子機をセットずるとディスプレイに「ジユウデン」と表示され ffi び点灯しまず。バッテ1」一の容量び 
かなくなっているとさは、充電器にセットしても「ジユウデン」と表示されなかったり、@び点なしないこと 
びありまずび、しばらく充電ずると表示されます。 

♦いっぱいまで充電されても「ジユウデン」の表示や®}の点丹は消えませんび、そのまま充電を続けてち問題は 
ありません。 

♦充電器の端子び巧れていると、充電でをなかったり子磯び使用状態になることびありまず。こまめに掃除してく 
ださい。詳しくはファクス本体の取扱説明書を参照してください。 


♦子機のバッテ U - は消耗品です。充電してを使える時間び短くなったときは交換してください。交換時期の目 
1^11 剖ま約1年です。バッテ U - はお買し'!上げの販売店または消耗品才ーダーンート（本体取扱説明書を参照）で 

お巧めください。 

♦子機を使用していないとさは、必ず充電器にセツトしてくださし1。長時間放置しておくとバッテ U - び消耗し 
て使用でをな < なります。 
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•壁にかけて®用する 


付属の壁かけ用木ねじ （2 本）を壁か柱に取り付けて 
充電器をセットしてください。 


音量を設定ずる 

キー確認音、着信音、スピーカー音量、受話音量を調節しまず。 



キー確認音 

ダイ七ルボタンを押したときの音量を調整しまず。 


1 

壁/確定 

[機能/確定]を巧ず 


いニュ 

■テ'州チョウトウ□ク 
テ‘刀チョウヘンコウ 


2 


の 


樓能/滝を 


r キ-力にノオン」を還び、 
[機能/確定]を巧す 


トカクニンオン? 

■ON 

OFF 


3 


(D 


謝お定 


キー確認音を設定し 
[機能/確定]を巧ず 

し ON/OFF 


着信音量 


充電器に置いているとさ、または(外*が消灯しているときに設走することができまず。 


CT 

[音量]を巧ず 


〈オンリョか 

ショウ ■■ グイ 


2 


〇 


音量を調壁ずる "" 

• 音量は OFF と4段階の調整びでさます。 

• 2秒離作しないともとの画画こ聞まず。 

スピーカー 音量 

を押して r ツー」という音が聞こえているとき、またはスピーカーホンで通話中のと 
きに設定できます。 


[スピーカーホン] 
[音量]を巧ず 


〈オンリヨウ〉 


ショウ圓 


さ.イ 


2 


〇 


音量を調整ずる ■ 

• 龍は4劇旨 ( D - 護びできます。 

参2秒間摸作しないともとの丽に戻ります。 
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受話音量 

通話中1こ設定できまず。 




〇" 

通話中に[音量]を 
巧ず 


けンリョウ〉 

シ3ウ国■■夕‘イ 


〇 

音量を調壁ずる 


終了 


参音量は4段階の調整びできます。 
参2欄操作しないとをとの111こ戻りまず。 


M 子機のスピーカー音量、受話音量は、聞きとりやすいよラに大きめに設定してありま 
す。特に3段階目、4段階目に設定すると、キーンという音（八ウリング）が発生す 
ることがあります。その場合は段階を2段階目まには]段階目に設定してご使用くだ 
さし、。 


着信音を設定ずる 

着信したときのベル音□ディ ） を設定しまず。 


丽お定 



[機能/確定]を巧ず 


チヤクシンオン？ 



r チヤクシンすンセンタク J を選び 
[機能/確定]を巧ず 


3 



着信音を選び、[機能/確定]を巧す 


終了 


ベル音/;<1□ディ]〜3/巧名 

(巧名は FAX -79 日 CL / CLW でダウン□ードメ□ディがあるときのみ表示されます） 


y 


•ダウン□ー ド X □ディについては、ファクシミ U 本体の取扱説明書を参照してくだ 
さい。 

♦ FAX - K 80 CL に増設した場合は、「ダウン□—ドメ □ディ」はご利用できませ 
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ディスプレイの明るさを設定する 




2 



[メニユ -]▼▲ 

<对ルサチョウおイ> 

繼/確定 

〇を巧す 

■テツ7チョウトウロク 
テ’ンワチョウヘン〕ウ 

f 媛能/確定 

4 

卜ーテ‘.チョウセイ 



「力’'メンノ乃]ルサ」を還び、 



[機能/確定]を巧す 


3 



明るさを設定し 
[機能/確定]を巧す 


4 


力。メソァかけ 
セッティシマシ》 


終了 


•デイスプレイの明るさび設定されます。 


内線番号について 

子磯か6の内線番号のしかた、外線の取り次ぎかたは本体の取あ説明書を参照して < ださい。 



《 FAX -790 CLW の場合は、3台目または4台目の増設となります。 
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こんなとさは 


♦ベンジンやシンナーなどのち機溶剤、アルコールは使用したり、アルコールを染み 
込ませた巧で}式いたりしないでください。 


•本傑の清掃をするには 

■本体は乾いた巧で軽<巧いて<ださい。 

-充電端子が汚れていると，充電できなかったり， 
使用中の巧態になったりすることがありまず。 
■充電端子の汚れは，綿棒などで軽く拭き取って 
<ださい。 


参バッテ U - を交換するには 

す機を充電しても使用できる時聞が短くなってきた6、バッテリーを交換してください。 
使用のしかたにわよりますが、お1年が交換時期の目安でず。 

交換バッテリー(型を： BCL - BT ) は、お買い上げの販売店でお買い求めください。 


♦バツテリーを覆つてし巧な護フイルムをはびさないでください。 






1 バッテ U- カバーを開ける 

バッテリーカバーの<ぼみ部を押しなが6,矢 
巧のち向へず6します。 



矢印方向へずらず 


2バッテリーを取り出し、コネクターを上へ引 



3 新しいバッテリーコネクターを差し込む 



4 バツテリーをモ機にセツトし、バツテリーカ 
バ'一をしめる 


と音がするまで 



上の國の向きに差し込みまず。向きを間違 
えないようにを意してください。 


お願い 


•バッテリーを交換した5必ず1己時間 liLb 充電してください。 

•バッテ U —には二カド電池を使用しています。使用済みの二カド電池は 
貴重な資源です。再利用しますので二カド電池の U サイクル協力店にお 
持ち < ださい。 


織 

Ni-Cd 
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アフターサービスのご 案内 

このたびは本製品をお買い上げいただきましてまことにありがとうございます。 

ご愛用いただきます製品が、今後一層安ん頂きながらご使用頂けまずよう、下記窓□を設置 
してお y ます。 

ご不明な点、もし<はお問い合わせ等ございましたら下記までご連絡ください。その際、 
ディスプレイにどのような表示が化ているか等おたずねしまずので、あらかじめご確認して 
ください。 


お客様窓 □ 0120 -161 170 


消耗品等のお問い合わせ窓口 


ブラザー目反売けホ)情報機器事業部ダイレクトクラブ 


インターネット 

住所 

TEL 

FAX 

フリーダイヤル 


http :// www . brother . co . jp / direct / 

〒 467-8577 を古屋市瑞穗区苗代巧 15-1 

(052)824-3097 

(052)825-0311 

日に 0-1 1882日 

(±■日■祝日、長期休暇を除く、9時〜17時） 


* 消商品じつきましては、お買い上げの販売店じてお買い求めいただくか、インターネット、お客様ご 
まで窓□、消耗晶オーダーシート（ファクシミリ本体の取キ及説明書に記載、またはファクシミリ本体 
か6プリントずる）（こよる FAX などの方法でごまでいただきまずようお願いいたします。 
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1) 取あ説明書等のを意書に従った正常な状態で > 保証期聞内に巧障した場合は無料で修理 
します。この場合は、表記の販売店にご巧頼ください。 

2) 保証期園内でわ、次の場合は有料修理となります。 

•取あい上の不を意、誤用によるが障および損傷 

-当社または表記販売店 t (かじよる修理' 改造による故障および損傷 
•义炎、天災事をまたは異常電圧、公害、塩害等による故障および損傷 
•'油煙、熱、塵、水、直射日光等の劣悪設置環境による場合 
-本書のご提示がない場合 

-本書の所を事項の未記入、あるいは字巧を書き替え6れた場合 

3) 本書は再発行いたしませんので，大切に保管してください。 

4) 巧障、その他じよる営業上の機会損失は当社では補償いたしません。 

己) 本書は日本国内じおいてのみ有劾です。 

This warranty is valid only Japan . 


保証規定 


ブラザー エ業株式会社 

インフオメーシヨン•アンド- 
ドキユメント カンパニー 

干 467-0845 を古屋市瑞穗区河岸 1-1-1 
電話： (052)824-2555( 代） 

お客様相談窓 □ 0120 -161 170 




ホ この保証書は、 lU 上の保証規走により無料修理をお約束するためのもので、これじよりお客様の法律 
上の権利を制限ずるものではありません。 


修理メモ 


平成 年 


お買い上げ日 


g 呆証書] 


機種る 

己 C し-己00 

保証期間 

本体1年 


本書は、本書記載内容で 無料 修理を巧うことをお約束す 
るちのです。 

お買い上げの曰か5左期閨中に故障が発生した場合は, 

本書をご提示の上、 お買い上げの販売店または、下記お 

客様相談お □に修理をご依頼ください。 


販売店 
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